第４節　早期におけるこころのケア活動
第３章　各期における関係機関の役割

	第４節　　早期におけるこころのケア活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	ポイント

被災者のハイリスク度

チェックリスト

１　心的外傷体験

　□　今回の災害で、危うく死ぬような目にあった

　□　今回の災害で、家族や親しい友人が亡くなった

　□　今回の災害以前にも、心的外傷体験がある

２　家族

　□　ひとり暮らしである

　□　家族の中に、介護が必要な人がいる（寝たきり老人、乳幼児、障がい者など）

　□　家族の中に、その人の世話をしてくれる人物がいない

３　対人関係とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

　□　ほとんど毎日話をする人物は、家族以外にはいない

□　日本語での疎通に困難が伴う

４　サポート態勢

　□　家族以外、定期的に訪問してくれる援助者はいない

５　身体的状態など
　□　身体疾患がある

□　障がい（身体・精神・知的）があるが障がいの認定を受けていない
　□　週に５日以上飲酒する
　□　６５歳を超えている

　□　８５歳を超えている

※当てはまる項目の数が多い人ほど、災害後の精神的立ち直りが遅れたり、孤立し、閉じこもりがちになったり、ＰＴＳＤなどの精神医学的病態を発症しやすいです。
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	１　　市町村の役割

(1) 市町村の活動事項
◆　健康相談　：　被災住民対象

◆　巡回訪問

◆　電話相談の設置

◆　精神障がい者施設（作業所、授産施設、グループホーム等）の状況把握

◆　（場合によって）こころのケアチームの設置

(2) 精神保健に関する想定される課題と対応
< 被災者 >

◆　ファーストコンタクト

　　災害後できるだけ早い時期に、その時々の住民のニーズに応じた者が、見守りのチェックを行い、心理的に不安定な者の同定を行ないます。

◆　災害の規模や被災状況が明確になることにより、災害前の生活確保に関する不安が高まります。

◆　避難生活では、物資やプライバシーが十分確保できないため、生活上のトラブル（照明、音、ゴミ、トイレ、食事、暖房等）から対人関係のトラブルへ発展することがあります。

　　◆　高齢者や精神障がい者、知的障がい者、身体障がい者の中には、症状の出現や悪化により共同生活が難しいケースが出てきます。また、特に、精神症状を呈する場合には、不安感や、気分の変化、さらには抑うつ症状やパニック症状を呈する人もみられることが予想され、アルコールで気分転換を図ろうと考える人も出てきます。

< 行政機関 >

◆　救援者に疲労によるストレスが増大する時期です。この時期は災害対策と住民との板挟みになるケースも多く、また、自分自身が被災者であり、家族や身内を失った人もいます。身体的な疲労と同時に精神的ダメージも大きく、救援者の健康には注意する必要があります。

２　　保健所の役割
早期における保健所の役割として、避難所での健康相談、巡回訪問が挙げられます。特に、巡回訪問においては、継続的な支援を要する人の記録を整理し、プライバシーを確保した管理が必要です。

(1) 避難所での健康相談
◆　継続支援を要する人の記録の整理と管理

　活動記録管理においてはプライバシーに注意した配慮が必要です。

	◆　急性ストレス症状を発症した人への支援謳歌

◆　精神疾患既往者への支援

◆　（場合によっては）電話相談の設置

◆　救援者のこころのケア対策

◆　（場合によって）市町村に設置されたこころのケアチームの

後方支援

◆　こころのケア対策会議への出席

　　

３　　精神保健福祉センターの役割
こころのケア活動の中心的役割を担う「こころのケアチーム」の派遣と活動援助を行います。また、こころのケア活動業務が円滑に行えるように、「こころのケア対策班」を設置し、その事務局を精神保健福祉センター内に置きます。

※　こころのケアチーム、関係機関への協力、指導

◆　こころのケアチームの業務が円滑に、適切な支援ができることを目的とした「こころのケア対策班」の事務局を設置します。

◆　こころのケアチームの派遣及びバックアップ（情報提供、こころのケア活動への助言）。

◆　被災地の精神保健福祉活動への助言

◆　こころのケアチームに係る連絡調整事務

◆　こころのケアチームの活動状況による記録票の保持

４　　こころのケアチームの活動

「支援活動マニュアル」に掲げるこころのケアチームの活動は次のとおりです。被災者の心理的反応として、震災の衝撃により、ASD（急性ストレス障害）などの問題が表面化するケースもみられるので、被災者の対応には注意する必要があります。

· こころのケア対策班と適宜、連絡をとりあい活動を行う。

· 被災者へのケア

（特に、子ども、高齢者、障がい者など要援護者への配慮）

· スクリーニングを用いたハイリスク者の同定とフォロー、必要に応じた介入

· 被災者のメンタルヘルス悪化を予防するための啓発

（パンフレット配布など）

· 救援者へのメンタルヘルスに関する啓発

· 地域全体のメンタルヘルスへの意識向上

（一般被災者、学校関係者、保育士への啓発活動）

· アルコール問題が出現した場合の対応

　　（避難所では禁酒）

□　こころのケア対策班への活動状況報告


	ポイント

「こころのケア対策班」

の役割

　

岩手県では、災害が発生した場合に被災地にて、災害による心理的外傷を負った人たちに対し、情報提供や状況の把握、方針の決定等、こころのケア活動が円滑に行うことができるように「こころのケア対策会議」を県庁内に設置し、対策方針の決定を行います。

　「こころのケア対策班」は「こころのケアチーム」の選定や派遣、情報提供などを行う、こころのケア活動の総合窓口です。

　「こころのケア対策班」は「こころのケア対策会議」にて示された方針のもとで被災者の方のこころのケア活動が十分になされるように活動します。
　







こころのケア対策会議





こころのケア対策班





被災住民





健康調査票などを活用


（本マニュアル巻末資料編にあります。）
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